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十
一
月
三
日 

(

日)

～
九
日
（
土
）
の

日
程
で
「
二
〇
二
四
年
度
韓
・
日
高
校
生

交
流
訪
韓
研
修
」
が
行
わ
れ
、
本
校
か
ら

生
徒
十
四
名
と
引
率
教
員
一
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
訪
韓
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
公

益
財
団
法
人
日
韓
文
化
交
流
基
金
の
高

校
生
訪
韓
事
業
で
、
今
年
は
第
一
団
と

し
て
和
歌
山
県
か
ら
五
〇
名
、
第
二
団

と
し
て
長
野
県
か
ら
五
十
名
が
同
日
程

で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
現
地
学
校
に
お

け
る
交
流
を
は
じ
め
充
実
し
た
数
々
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
、
韓
国
の
文
化
、

経
済
、
歴
史
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
今

の
韓
国
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
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対日理解促進交流プログラム(JENESYS2024) 

韓・日高校生交流訪韓研修に参加！ 

韓国民俗村にて 

国立国際教育院アリランハウス  K-POP ダンス体験  歓迎式 

日

10月19日(土)

～出発まで

1日目 11月3日(日)

2日目 11月4日(月)

3日目 11月5日(火)

4日目 11月6日(水)

5日目 11月7日(木)

6日目 11月8日(金)

7日目 11月9日(土)

韓国民俗村見学（韓服体験・韓服クッキー作り）

ハングル・カリグラフィー講座　　成果報告会

仁川国際空港11：05発→関西国際空港12：50着

14：00解散

高校生訪韓団（第1団）研修概要

主な内容

オンラインにて事前説明会

事前準備と高校交流でのプレゼンテーション・パフォーマンス

練習

関西国際空港14：00発→仁川国際空港15：55着

研修中の宿泊施設 国立国際教育院アリランハウスへ

在韓国日本大使館公報文化院長 川瀬和広氏による講義

韓国国立国際教育院主催歓迎式・昼食会　　ワールドK-POPセ

ンターにてK-POPダンス体験　　大韓民国歴史博物館見学

突馬高校訪問交流（歓迎会・授業交流・文化交流・給食昼食・

グループフィールドワーク）

現代モータースタジオ高陽、景福宮見学

ソウル市庁（旧庁舎・新庁舎内部ツアー）、光化門広場（世宗

大王銅像）見学　　東国大学訪問（日本語学科ソン・ジョン

ヒョン教授による講義・生徒交流・校内ツアー）



ネットワーク通信 No.13 2025/1/8 

研修修了証をいただきました 

                     

         

      

      

     

             

現代モータースタジオ 

 突馬高校での交流 

景福宮 

ソウル市庁舎 
世宗大王銅像 

 成果報告会 

ハングル・カリグラフィー講座 
東国大学 
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全
日
程
を
通
し
て
好
天
に
恵
ま
れ
、

大
変
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
生
徒
た
ち
は
、
現
地
の
高
校
生
や

大
学
生
、
様
々
な
方
と
の
出
会
い
を
通

し
、
友
好
交
流
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感

し
た
よ
う
で
し
た
。
今
回
芽
生
え
た
多

く
の
友
情
や
絆
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
一

人
一
人
が
韓
国
と
日
本
の
友
好
の
架
け

橋
に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
公
益
財
団
法
人
日
韓

文
化
交
流
基
金
の
皆
様
、
現
地
で
の
通

訳
や
ア
レ
ン
ジ
を
担
当
し
て
下
さ
っ
た

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
社
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【 

参
加
生
徒
に
よ
る
感
想(

抜
粋) 

】 

        

                    

今回のプログラムで私自身成長を感
じたのは、物事を多面的に見られるよ
うになったことです。以前よりもチャ
レンジを大切にできるようになったと
思います。反省は、韓国について偏見
を持っていたことです。歴史的な問題
もあり反日のイメージがありました
が、現地の人たちはとても優しく接し
てくれたので、イメージが変わりまし
た。実際に訪れてみないとわからない
ものだと感じました。      関 絢菜 

 

以前に比べ、コミュニケーション能力が上
がったと感じました。今回は、和歌山県のほ
かの学校の方や長野県の方、そして、韓国で
出会った高校生と大学生の方とお話しする機
会がありました。最初は、初めて会った人と
話すのが怖く、なかなか話しかけることがで
きませんでしたが、いざ話してみると相手の
方も優しく接してくれ、話すのがとても楽し
かったように感じました。それをきっかけ
に、韓国の方とはできるだけ自分から話しか
けるようにし、英語や翻訳機能を使いながら
積極的に会話をするようにしました。会話を
したおかげで、韓国の方と楽しい時間を過ご
せ、韓国について学ぶことができました。今
回が私にとって初めての海外でしたが、とて
もいい経験となりました。他の国にも行って
みたいという気持ちになりました。そして、
他の国の方とお話しすることは、相手の国に
ついて知れるとともに、交流を深めることが
できるのだと感じました。     山口 実来 

 私が一番成長を感じたことは、自分から積極的に行動するようになったことです。以前は、恥
ずかしさや自信のなさから行動に移すことができなかったけれど、韓国に行ってバディや現地の
方々とふれあって、自分から行動することが多くなりました。           前田 明南 

学校訪問によって英語の大切さやお互
いの文化の違いを知ることができたのが
1番プラスになった。このプログラムを
通して最初は自分を制限させて遠慮した
りすることがあったりしたけれど、色ん
な人と関わって色んな場面で発表などが
あって、自分を出すことができるように
なった。学校訪問では、言語や文化の違
いがあっても仲良くなれることを知り、
良い経験になった。        谷 妃愛菜 

 初めての海外で、戸惑うこともたく
さんありましたが、多くのことを学ぶ
ことができたと思います。反省点とし
ては、やはり自分の勉強不足です。韓
国の方は皆さん優しく話しかけてくれ
たのですが、私が英語しか話せなかっ
たせいで、貴重な会話の時間をさらに
短くしてしまいました。日本の交流団
のなかには韓国語を話せる人もいたそ
うで、自分の甘さを実感しました。ま
た、日本との文化の違いを忘れてしま
い、皿をもちあげてしまうことがあり
失礼なことをしてしまったなと反省し
ています。成果は、たくさんのつなが
りができたことです。韓国の高校生、
大学生はもちろん第二団である長野県
の高校生の方とも友達になれました。
自分とは違うさまざまな環境の方とた
くさんお話しできて、自分が生きてき
た世界の狭さを思い知りました。この
経験、繋がりを将来に生かしていきた
いと思います。           北岡 真子 反省として、韓国語をもっともっと学

んでから行けばよかったと思いました。
韓国の方々には日本語が思ったより通じ
ていたので、ある程度の日本語と英語で
コミュニケーションをとることができた
のですが、スムーズにはコミュニケーシ
ョンができていなかったので、もし次の
機会があれば韓国語をマスターして、ス
ムーズにコミュニケーションをとりたい
です。成果として、韓国についての色ん
な文化や歴史について体験し、知ること
ができました。１週間でチマチョゴリや
景福宮、歴史博物館、ソウル支庁、高校
訪問、明洞、ハングルでの書道、現代モ
ータースタジオなどを訪れることがで
き、最高な体験と良い経験になりまし
た。本プログラムを通して将来日韓の架
け橋になれたらなと思いました。聶 千惠 

もう少し韓国語や英語で話し
たかったです。韓国では日本語
が話せる人が多く、つい日本語
を話してしまい、あまり韓国語
や英語を話す機会がありません
でした。このことから、私は少
しでも韓国語を話せるように韓
国語を勉強しようと思いまし
た。韓国の生徒と SNS で繋がっ
て時々話しているので、私が疑
問に思った韓国のことや、逆に
日本のことを教え合うことがで
きています。       源地 真紘 

私は韓国を訪問するまで英語を上手く話せるか
不安でしたが、実際に現地のお店や学校で出会っ
た学生さんたちと英語で話してみて私の英語が伝
わったので、自信をもって話ができました。言語
が違っていてもお互いに話そうとする意識と聞こ
うとする意識を持つことが大事だと気づきまし
た。色々な機会で話をすることができ、韓国の学
生はもちろん、日本の学生とも友達になりまし
た。また、日本語を話せる人が思ったよりも多か
ったことが一番の驚きです。日本は島国なのであ
まり海外には関心を持たれていないと思っていま
したが、韓国の学校で日本語という教科があると
いうことを知って嬉しかったです。韓国に親近感
を感じました。このように私は本プロジェクトで
大きく視野を広げることができました。これから
もこの繋がりを大切にしていきたいです。今回、
実際に韓国を訪れてよかったです。 祭本 知里 

韓国の文化やマナーは日本とは違うも
のもあってはじめは少し戸惑ったが、国
には国によってルールが違うのでそれぞ
れの国に合わせる必要があると知った。
今までに関わったことのない人や関わる
はずのなかった人と今回のプログラムに
参加することによって交流を持つことが
できてうれしかった。    成瀬 あず 

突馬高校では友達ができ多くのつなが
りを持つことができた。このつながりを
今後も大切にしていきたい。韓国語を全
然勉強していなかったので、もっと勉強
してから行けばよかったと思う。韓国語
についても興味を持ったので、これから
勉強したいと思う。韓国は日本と変わら
ないところもあるけれど少し違うところ
もあるので、文化の違いなどに気をつけ
たいと思った。韓国の良いところを日本
の人に伝えたいと思った。 藤田 くるみ 

今回の研修では通訳の方がいてくれたからこ
そ楽しめ、多くのことを学ぶことができたが、
実際はそう上手くはいかないと思った。自分自
身、英語力や韓国語力があまりないため、次の
機会があればもっとレベルを上げたいと思っ
た。この研修はとても良い機会になった。これ
から先もっともっと日韓関係が深まることを願
いたいと思う。                杉本 姫寿奈 

今回の訪韓プログラムを通してたくさ
んの人と関わることの大切さを知りまし
た。コミュニケーション力や会話能力に
ついても考えさせられる機会となりまし
た。韓国の学校で高校生と交流できたの
が 1番印象的でした。たどたどしい韓国
語で会話してみたり、翻訳機を使って会
話したりすることができました。コミュ
ニケーション力が上がったと感じること
ができたのでよかったです。 寺井 夕稀 

今回のプロジェクトで韓国と日本の文
化の違いや韓国の高校生、大学生の日常
を知ることができた。韓国といえば、反
日と考えてしまうこともあるが、僕が接
してきた韓国人の方々はそんな素振りは
一切なく気さくに接してくれ、日本人に
深い興味を示してくれているということ
がわかった。自分から人に話しかけるの
が苦手だったが、色々な人とコミュニケ
ーションをとるように心がけると、仲の
いい友達もできた。        庄司 玲李 

現地の高校の授業を実際に受けてみて
感じたことは、授業を受ける姿勢が日本
と違うということです。韓国の学生は、
授業中に進んで発言し、わからないこと
はその場で先生に質問していました。授
業を受けることに対して受け身で聞いて
いるだけではなく、自ら積極的に学ぼう
としているように感じました。お昼の給
食の時間、私は食べる前に手を合わせ
「いただきます」と言ったことが韓国の
友達は不思議だと言っていました。「い
ただきます」をする意味を聞かれたので
食べ物に感謝するという意味で日本人は
するのだよと教えてあげると、驚きリス
ペクトしたいと言っていました。韓国語
にも「いただきます」という意味の「チ
ャルモッケスムニダ」という言葉がある
ので日本と同じような文化があると思っ
ていましたが、友達の反応をみると日本
と違うのだなと文化の違いを感じまし
た。今回の研修を生かし、お互いを知
り、お互いの国の違いを受け入れ尊重す
ることで今後の日韓関係をさらに深める
ことができると思います。     児島 舞 


